	「生きる」意味－「志」を抱いて生きる


自身の未来を切り拓くことによって、人類の未来を切り拓いていく。

自分の素晴らしい可能性を実現するということは、そのことを通じて、人類全体が、一つの可能性を実現していくということ。

では、どうすれば、私は自身の未来を切り拓いていくことができるのか。

「志」を抱いて生きる。

では、「志」とは、何か。

与えられた人生において、己のためだけでなく、

多くの人々のために、そして、世の中のために、

大切な何かを成し遂げようとの決意。

なぜ、「志」を抱いて生きるのか。

１）｢悔いの無い人生」を生きるために
たった一度の人生　→　死　→　永劫回帰の物語
(ニーチェ)

それがあったから「成長できた」

「夢」の実現を求め、「願い」の実現を求め、
「成功＝成長」を求めて歩まなければならない。
２）満たされた人生を生きるために
· 充実した人生、密度の濃い人生

· 明日の「死」を覚悟して生きる。　
「生きる」→「生き切る」へ変わる。

· 過去は無い。未来も無い。
あるのは、永遠に続く「今」だけ。

３）｢香りある人生」を生きるために
・　使命感を持って生きる人生

恵まれた人間―日本＝世界で最も恵まれた国→

平和、経済力、科学技術、健康長寿、高等教育

感謝→義務（ノブリス・オブリージュ　高貴な人間が自覚すべき義務　武士道）→　使命(命を使う)感
自分の人生が多くの人のために、そして、世の中のために、大切な何かを成すために与えられた。

その、使命感こそが「志」の原点。

この「使命感」によって深く支えられたとき、初めて、

本当の「志」となる。

「香りある人生」とは、その生き方の彼方にあるもの。

４）｢大いなる人生」を生きるために
・　人類の「歴史」を深く学び、その「歴史」の大いなる流れの中で、自分の人生の「意味」を考えながら生きる人生

· ｢何｣を成し遂げたか、ではなく「何」を見つめて生きたか、が「人生の意味」を定める。
· ｢一隅を照らす、これ国の宝なり｣(最澄のことば)

· ｢なぜ、自分の人生が与えられたのか｣
→｢なぜ､人類の歴史が生まれたのか」と問う｡
｢宇宙と人類の歴史がいかにして生まれたのか

→なぜ生まれたのか→どこに向かうのか｣
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｢我々は、何処から来たのか。我々は、何者か。我々は、何処へ行くのか｣(ゴーギャンの絵のタイトル)
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・実存は、本質に先立つ－ジャン・ポール・サルトル
・あなたは人生にその｢意味｣を問うべきではない。

人生があなたに｢意味｣を問うている。
あなたは｢人生｣から深く問いかけられている。
あなたの人生の｢意味｣は何か。－アウシュビッツから奇跡の生還をした心理学者ヴィクトール・フランクル
5）｢成長し続ける人生｣を生きるために
・死を見つめる。自分の人生を大切にする。
巡り会った人々を大切にする。→

奇跡の一瞬→正対する→互いに成長する･｢成長｣の最後の段階としての｢死｣－エリザベス･キューブラ･ロス
一人ひとりの｢人間としての成長｣と｢生き方｣の変革･実際の行動の変革→環境･平和→｢人類全体の成長｣

人類は｢前史｣→｢本史｣へ本当の歴史を切り開く

その｢礎(いしずえ)｣となる覚悟を決めること
→未来の世代への｢祈り｣､｢人類の成長｣への祈り

｢世代｣を超えて伝える｢志｣→使命感→「永遠の命」
夢の見続け方、夢の実現の仕方を学び合い、
迷路に迷い込んだら支え合えるところが当方幸せ研究所　
知多クリック内　http://www.chitac.com/
以上皆みな様からの学びです。ありがとうございます。2009.5.18

ある時期、イチローがライバルチームのピッチャーに何試合にもわたってヒットが打てなかったとき、


あのピッチャーはあなたの苦手のピッチャーですか、と問われて


「いえ、そうではありません。僕の可能性を引きだしてくれる、素晴らしいピッチャーです。


だから、僕も、腕を磨いて、彼の可能性を引き出せる、素晴らしいバッターになりたいですね。」　と答えたという。





二人の石切職人の寓話


旅人がある町を通りがかりました。


その町では新しい教会が建設されているところであり、建設現場では二人の石切職人が働いていました。


旅人が一人の職人に聞きました。


その問いに一人の石切り職人は不愉快そうな表情を浮かべ、ぶっきらぼうに答えました。


「このいまいましい石を切るのに悪戦苦闘しているのさ」


もう一人の石切り職人に同じことを聞きました。


すると、その職人は表情を輝かせ生き生きとした声でこう答えました。


「今私は多くの人々の心の安らぎの場となる素晴らしい教会を造っているのです」


その仕事の彼方に何を見つめているか。


それが、我々の「仕事の価値」を定める。





田坂　広志『未来を拓く君たちへ』より





年間3万人を超えた悩める私たち、とことん生きる意味､探してみよう！








